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ラジェンドラ・ K・サブー

1991～'92年度国際ロータリー会長

へ__

ロータリアンの皆さん

私達が, 自分の心の底を深く見つめる時,

私達は自分本位の考え方,言い草,行動とい

う砦を脱け出して, 自分を超えた世界に導 く

内なる力の存在に気がつくでしょう。この無

窮の躍動する内なる駆動力によって,人の子
の魂は大いなる未見の空に高く羽ばたきます。

その時,私達は夢みるでしょう,使命感を覚
えるでしょう。夢とは内なる平和,恐れと飢
えのない仕合わせな世界です。使命とは,積
極的な奉仕の活動によって,こ の夢を現実の

ものにすることです。あなたあればこそ,ロ
ータリーは,こ の夢,こ の使命を抱くのです。

何故なら,あなたには自分を超えた眼を持つ

大いなる力があるからです。

これは一体あなたにとってどういうことを

意味するのでしょう?一寸考えてみましょう。
人生において「自分」また「自分のもの」か

ら「私達みんなの」という新しい視点への転

換は,先ずあなた自身の心の内奥を見つめ,
それから自分を超えて,あ なたの家族,あな
たのクラブ,あなたの地域社会,あ なたの国,
そして私達の世界へと眼を向けることによっ

て自然に出てきます。ロータリーの目標―
他者への奉仕一 が世に輝くとき,あ なたの

配慮は崇高なものとなります。義侠心に富む

あなたなら,人々の生活を名実共により良く
しようと努めるでしょう。他人を助けようと

手をさしのべるようになれば,あなたの思い

やりの手が,愛の力になったということです。
「他の人々」が,あなたの世界の仲間になっ

た時,あ なた自身が本当に成長するのです。

一人のロータリアンとして,あなたは夢み

る人であると同時に,行動する人でなければ
なりません。自分を超えた眼を持つなら,あ
なたは達成すべき目標を設定し,そ してこれ

を実現するための行動に移るでしょう。まこ

とに
一
ロータリアンであるということは,

自分を超えた眼を持つということです。単な

るクラブ会員か,ロ ータリアンかの岐れ道が

ここにあります。この岐れ道を越えた時,あ
なたは私達の大いなる理想― 奉仕

の理想を

追求する力を得て,そ の付託に応えられるの

です。
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国際 ロータリー第 2660地 区
1991～ '92・ 1992～ '93年度

合 同 地 区 委 員 長 会 議

プ  ロ グ  ラ ム

1992年 5月 16日 (土 ) 10100～

於 :薬業年金会館  3階 301号 室

ガバナー 菅生 浩 三

9 : 30 登 録 開 始

10 : 00 開 会 点 鐘

10 : 00～ 10 : 30 ロータリーソング「奉仕の理想」

挨拶 参加者・委員長紹介    ガバナー

挨拶 次期委員長紹介   ガバナーノミニー

10:30～ 12:00 本会議 本年度委員会の活動について

指名 /意義ある業績賞 /ク ラブ奉仕

拡大 /職業奉仕 /社会奉仕

,2:00～ 13:00 休憩・昼食

13:00～ 14:35 本会議 本年度委員会の活動について

国際奉仕 /ロ ータリー財団 /米山奨学

14:35～ 14:50 休 憩

14:50～ 15:50 本会議 本年度委員会の活動について

青少年奉仕 /ロ ータリーの友

地区大会 /財務

15:50～ 16:00 謝 辞
ロータリーソング「我等の生業」

菅生

山中

浩三

文和

各 委 員 長

各 委 員 長

各 委 員 長

ガバナー 菅生 浩 三

ガバナー 菅生 浩三16 : 00 開 会 点 鐘

(進行 :地区代表幹事 土井 正裕 )



△同地区委員長会議開催 にあたって

ガバナー 菅 生 浩 三

1991～ 92年度も、あと 1か月有半を余すのみとなりました。本年度の各地区委員会の委

員長の皆様方におかれましては、本年度のRIのテーマく
く
自分を超えた眼を "に従い、ご

担当の各委員会の活動につきまして、色々な角度からご検討を加えられ、適切で綿密な活

動計画を策定され、強力で熱意溢れる活動をご展開頂きまして、まことに有難うございま

した。お蔭様で、本年度の地区の委員会活動も、大変活発で実効性豊かなものとなり、感

謝に堪えません。就中、本年度の委員長の方々のうち、目幸等遷、名張隆政、野村浩司、

大西淳、永野啓之介、和田俊一、小山隆三、仲芳樹、古市実、和田健の各委員長におかれ

ましては、それぞれローターアクト、財団奨学金、国際交流平和、規定情報、米山奨学、

会員増強、ボランティア活動、財団学友、拡大、インターアクトの各委員会のため、本年

度は勿論のこと、累年素晴らしいご努力と実績を積み重ねられ、当該地区委員会活動に磐

石の基礎を築いて頂きました。これらの委員長の皆様は、本年度終了を以て惜しまれつつ

委員長をご退任されるご予定と承っており、何とも残念至極でございますが、そのご功績

は不滅であり、永く当地区活動の中に引き継がれて参ることと存じます。滋に、あらため

まして、幾重にも敬意と感謝を棒げるものであります。

地区委員会のお仕事は、単年度限りのものもあり、また、継続的な性格なものもありま

すが、いずれにせよ、現今のロータリーの活動の活性化のためには、ロータリアン各自が、

現場を知ること、自ら行動すること、外部の情報を勉強することが必要でありましょう。

勿論、ロータリー活動の原点は各クラブにあると存じますが、このようなロータリー活動

活性化のために必要な諸々の計画及び実行と必要な調整にご尽力頂くことが、地区委員会

の主たるお仕事かと存じます。何卒本年度内に完了されなかったお仕事や、性格上次年度

に継続すべきお仕事などにつきましては、新委員長とお打合せのうえ、十分にお引継ぎに

必要な措置を講じて下さいますようお願い申し上げます。最後になりましたが、新しいガ

バナーのもとで、新しい地区委員会が清新にして活力溢れる活動をご展開下さいますよう、

心から祈念いたしまして、私のご挨拶といたします。
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地区ガバナー指名委員会

委員長

委 員

廣 瀬

原 田

伊 藤

伊 瀬

種 田

戸 田

世 戸

勘一郎

秀 雄

恭 一

芳 吉

憲 次

孝

一 夫

(大阪西南)

しく阪 北)

0く  阪)

(池  田)

(大阪住吉)

0ヽ  尾)

σく阪難波)

中 村

中 西

坂 東

松 本

古 田

武 尾

俊 一

正 三

宏

良 諄

敬 三

敬之助

(東 大 阪)

(大 阪 西)

(吹  田)

(大 阪 東 )

υく  阪)

υく阪西北 )

委 貝

〃

〃

″

″

″

地区ガバナー指名委員会は、ガバナー月信第 2号 (8月 号 )において、地区内各クラブ

に対し国際ロータリー細則第 12条第 7節 (e)及び当地区ガバナー指名委員会規約 6によ

り候補者の推薦をお願いしましたが、期日迄にそのお申し出がありませんでした。

そこで、地区ガバナー指名委員会規約 6の規定に基き、平成 3年 10月 1日 開催した地

区ガバナー指名委員会において慎重審議の結果、全員一致をもって、茨木ロータリークラ

ブ会員大森慈祥君を 1993～ '94年度国際ロータリー第2660地区ガバナーノ ミニー候補

者として推薦することを決定しました。

～MEMO～
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意義ある業績賞委員会

委員長  廣

委 員  古

″  武

瀬 勘一郎 (大阪西南)

田 敬 三 (大  阪)

尾 敬之助 (大阪西北)

平成 3年 11月 14日 に委員会を開き、申請のあった 10件について審査を行った結果、

全員一致で下記の通り受賞候補を選び、地区ガバナーに報告しました。

1.「 意義ある業績賞」(RI会長表彰 )

豊中南R.C.

豊中南R.C.は NHK大 阪放送局後援で、 く`環境保全シンポジウム「あなたの飲み水

どんな水」～淀川水系を考える～ "を主催。基調講演「地球の環境保全」竹村健一氏、

パネルディスカッション「淀川水系を考える」、小学生からの作文募集とその表彰等、

地域の住民と子供達の環境意識の啓発に多大の成果を上げた。また、当日の模様はNH

Kテ レビで放映され、ミニコミ紙、水道業界誌等にも掲載された。

この活動は、ロータリークラブの社会奉仕活動であり、かつロータリーを広報するも

のとして「意義ある業績賞」を贈るものである。

2.「 準意義ある業績賞」(地区ガバナー表彰 )

① 大阪中央R.C.

『 フィリピン3780地区への大学奨学金制度とコンピューター教育制度』

大学奨学金制度 :1990～ '91年度から始めたクラブ独自のWCS活動。成績優秀な
がら経済的に恵まれない高校卒業生で、国立フィリピン大学理科系学科に進学する学

生に対し、4年間の奨学資金を援助する奉仕活動.サ ンフランシスコ デル モンテ
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RCと協定を結び、同クラブの責任選考で、奨学金は大阪中央 RCか ら同クラブ「奨

学基金会社」へ送金する。

コンピューター教育制度 :1991～ '92年度より開始のWCS活 動。上級学校に進学

できない高校生に、訓練用の機材 (コ ンピューター及びプリンター )を提供すること

により、多数の若者がコンピューターオペレーーションの職業訓練をうけ、良い就職機

会を得ることが可能となる。機材購入資金は、大阪中央 RC・ 3780地区。ロータリー

財団同額特別助金による。

② 大阪平野R.C.

『タイ・ブラカノン地区の目の不自由な小学生にメガネを贈呈』

1981年度に同クラブ会員個人が始めた奉仕活動で、1986年度以降大阪平野RCと

ブラカノンRCと 共同のWCS活 動となる。ブラカノン地区の小学生 45,000人の内、

目の不自由な児童で経済的理由によリメガネが購入できない児童 6,000に 対するメガ

ネの贈呈で、今日までの贈呈数は2,000個である。

バンコック市内眼鏡店による無料検眼、ロータリアン夫人・ボランティアの協力の

もとに実施、現地マスコミの話題となる。

3.「 地区奉仕活動賞 」(地 区ガバナー表彰 )

① 八尾中央R.C.
IF特別養護老人ホーム・同診療所への会員の奉仕活動』

② 大阪難波R.C.
『
てt豊
かな福祉社会をめざして"と題する講演会とアトラクションを後援』

③ 大東RoC.
『地区大会にモスクワRC会員2名を招待、相互理解と親善につくす』
④ 大阪なにわR.C.
F受け入れ。派遣奨学生、GSE受け入れ団員に対する奨学援助基金制度の活用』

⑤ 大阪城東RoC.
『過去10年にわたる日本ライトハウス主催チャリティコンサートを後援』

⑥ 箕面R.C./箕面中央R.C.
『
《
市民交流イモ掘り大会"を主催』

⑦ 八尾東R.C.
『“老人招待カラオケ大会"を主催』
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ク ラ ブ 奉 仕 部 門

担 当パ ス トガバナ ー  1責  ,頼  甚カー 良5(大阪西南 )

会 員 増 強 委 員 会

委員長

委 員

和  田

ノヽ  田

山 本

大 津

中 西

山 崎

(大阪平野 )

(豊 中 南)

(大阪大淀 )

(大阪東淀 )

(吹 田 西)

(大阪平野 )

″

〃

″

″

俊

日
Fヨ

久

敏

啓

雄

直

明

委 員 会 開 催

a.第 1回      平成 3年 5月 15日開催

廣瀬ガバナー、菅生ガバナーノミニーの出席を得て1991～ 1992年度の委員会活動

について、菅生ガバナーノミニーが示された重点施策を力点として、過去の実績並び

に要因を基軸として活動計画に関して協議決定した。

b.第 2回      平成 3年 8月 29日 開催

菅生ガバナー、廣瀬クラブ奉仕部門担当パストガバナーの出席を得て、地区会員増

強委員長会議開催の内容につき協議

2.各クラプの会員増強委員会活動計画資料収集の実施

各クラブが会員増強に関して本年度の活動方針を調査して地区委員長会議の参考資料

とする為に「会員増強委員会活動方針」と各クラブ疑問点についての報告を求め、 9月

中旬に行う委員長会議の資料とした。
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3.ク ラブ会員増強委員長会議開催

平成 3年 9月 18日 (水ソ千後 2時より薬業年金会館に於いて、菅生ガバナー、広瀬奉

仕部門担当パストガバナー、山中ガバナーノミニー、村岡地区拡大アドバイザー、地区

会員増強委員会委員並びに各クラブ会員増強委員長等の出席を得て、会員増強の必要性

に対する活動の促進及びロータリー現況に関し、各種資料を基に論議された。

4.例会卓話に出席

8月 の「会員増強及び拡大月間」に伴い、月間中に要望のあったクラブ例会に出席し、

月間に因んだ卓話を実施した。

5.視聴覚資料の購入

各クラブの会員に対して、8月 会員増強月間に際して会員増強の必要性をアピールす

るため「会員増強 :ク ラブの取り組むべき課題」のスライドを上映するように説明し、

多数クラブの申込を受け、追加購入をして常備することにした。

6.残余期間について

本年度拡大された2ロ ータリークラブは、何れも創立会員が 62名で有るのに、本年

度会員増強の重点的目標である50名未満のクラブの増強について、期末迄に懇談会を

もつ予定である。

～ MEMO～
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